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手

本

模

写

に

お

け

る

幼

児

の

描

画

行

動

の

人
間
の
発
達
段
階
に
於
け
る
幼
児
期
は
、
色
々
の
意
味
で
重
要
な
時
期
で
、
特
に
比
の
時
期

で
は
、
抽
象
能
力
が
充
分
発
達
し
て
い
な
い
で
、
言
語
能
力
も
可
能
で
あ
っ
て
も
完
全
に
系
統

化
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
の
知
的
発
達
諸
様
相
中
特
有
の
傾
向
を
示
す
こ
と
は
既
に
良
く

知
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
幼
児
の
知
能
測
定
に
描
画
が
多
く
採
用
せ
ら
れ
て
お
り
、
先
の
研
究
報
告
で
用
い

た
桐
原
式
知
能
検
査
に
お
い
て
は
、
人
物
画
の
各
項
目
出
現
率
が
得
点
と
し
て
知
能
指
数
に
換

算
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
比
れ
は
彼
等
の
絵
が
抽
象
的
意
味
を
持
た
な
い
、
所
謂
、
視
的
リ
ア
リ

ズ
ム
で
あ
る
写
実
画
に
対
し
て
、
知
的
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
図
式
画
を
示
す
段
階
に
お
い
て
知

的
諸
側
面
の
測
定
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
併
し
乍
ら
、
此
処
に
は
重
大
な
多

く
の
問
題
が
同
時
に
合
ま
れ
て
い
て
、
幼
児
の
描
画
に
関
す
る
見
解
ホ
幾
っ
か
に
分
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
同
一
行
動
所
産
の
生
成
過
程
に
関
す
る
解
釈
の
相
異
で
あ
っ
て
、
描
画
に

お
け
る
モ
デ
ル
と
コ
ピ
ィ
ン
グ
の
過
程
を
通
っ
て
得
た
結
果
の
相
異
に
就
い
て
は
、
そ
れ
が
、

偶
然
で
不
定
期
な
も
の
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
般
傾
向
を
辿
り
得
る
点
に
関
し
て
は
事
実

と
し
て
幼
児
の
描
画
の
正
し
き
ゃ
誤
謬
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
著
者
は
此
処
で
幼
児
の

直
面
し
て
い
る
事
態
と
彼
等
の
行
動
に
つ
き
結
果
の
記
述

ω際
、
使
用
す
る
用
語
の
概
念
を
明

確
に
し
、
先
述
の
研
究
報
告
で
取
扱
っ
た
描
画
の
特
異
性
、
す
な
わ
ち
、
幼
児
が
客
観
的
刺

激
布
置
を
変
容
し
て
描
く
傾
向
を
有
す
る
、
特
有
の
主
観
的
秩
序
、
回
口
吋
W
E
E
P
同
が
児

童
的
形
態
づ
け
の
原
酷
と
呼
ん
だ
秩
序
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
心
的
発
達
諸
様
相
に
接
近
し
て

い
こ
う
と
思
う
。
こ
の
場
合
の
幼
児
の
行
動
は
、
広
義
に
は
、
社
会
的
意
味
を
合
め
た
一
種
の

能
動
的
模
倣
の
告
吋
山
口
問
で
あ
る
が
、
特
に
鉛
筆
、
ク
レ
オ
ン
の
一
つ
の
道
具
を
通
じ
て
行
わ

れ
る
描
画
ロ

sa同
町
で
あ
っ
て
、
点
画
、
形
、
大
き
さ
、
釣
合
、
傾
き
を
有
す
る
文
字
|

手
本
模
写
に
お
け
る
幼
児
の
描
画
行
動
の
一
研
究
〈
大
嶋
)

研
l7t-r 
.7u 

大

嶋

俊

彦

こ
と
ば
の
記
号
、
或
は
シ
ン
ボ
ル
で
歴
史
的
流
れ
の
中
で
一
定
の
対
応
関
係
を
有
す
ー
を
書

く
、
害
方
巧
岳
山
岡
山
と
区
別
し
て
、
幼
児
の
描
画
の
特
有
傾
向
を
正
確
度
、
変
容
度
の
面
か

ら
調
べ
他
の
知
的
諸
々
面
と
の
関
連
を
吟
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

描
画
そ
の
も
の
の
中
で
問
題
と
な
る
こ
と
が
ら
に
は
、
先
ず
、
形
態
知
覚
、
形
態
理
解
、
再

現
運
動
能
力
の
三
つ
が
あ
り
、
感
覚
領
域
で
差
異
弁
別
を
行
う
能
力
が
知
能
の
一
機
能
と
考
え

ら
れ
、
又
、
特
殊
の
形
と
描
画
の
発
達
、
更
に
詳
し
く
述
べ
れ
ば
、
そ
の
一
個
人
の
統
合
水
準

(
反
応
布
置
の
決
定
)
を
示
す
も
の
と
し
て
の
形
態
理
解
は
、
運
動
再
現
能
力
で
検
証
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
し
た
が
っ
て
描
画
は
知
的
側
面
が
裁
わ
れ
る
も
の
と
し
て
一
八
八

O
年
に
先
駆

者
と
し
て
開
σ
σ
E
m
Eれ
が
他
の
諸
要
素
と
共
に
、
図
形
認
知
速
度
の
テ
ス
ト
を
含
め
て
お

り
、
一
九
三
七
年
、
叶

R
E
E
等
は

gspa-回目口四件
ω
S
Z
の
改
訂
中
で
椅
子
や
寝
台

等
の
日
常
良
く
親
し
ん
で
い
る
十
七
枚
の
絵
の
命
名
を
入
れ
、
鈴
木
氏
の
実
際
的
個
別
的
智
能

測
定
法
で
は
、
第
十
一
問
、
三
、
四
才
、
正
方
形
の
模
写
、
田
中
氏
他
二
名
の
点
数
式
田
中
個

別
知
能
検
査
出
、
第
五
問
で
四
角
、
菱
形
の
模
写
、
第
十
八
問
で
幾
何
学
的
図
形
模
写
、
其

他
、
多
く
の
知
能
測
定
の
項
目
に
採
用
せ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
形
態
知
覚
は
年
齢
と
ス
ピ
ア
マ

ン
の
一
般
因
子
に
高
い
相
闘
を
有
す
る
よ
う
で
、
提
示
せ
ら
れ
た
視
覚
布
置
の
把
握
と
、
そ
の

構
造
の
改
善
傾
向
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
だ
が
開
-
k
r
・J
円。唱ロ
8
1
M
も
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
。
。
。
可
吉
岡
|
彼
は
広
義
で
の
使
用
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ー
が
変
化
す
る
も
の
な

る
が
故
に
、
そ
れ
に
頼
っ
て
い
る
精
神
年
齢
の
測
定
は
信
頼
度
が
余
り
高
く
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
先
述
の
一
般
因
子
と
の
高
い
相
闘
を
合
せ
考
慮
す
れ
ば
、
問
題
は
描
画
そ
の
も
の
の
把

握
、
適
用
の
仕
方
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
又
そ
の
複
雑
さ
に
あ
る
の
.
た
ろ
う
。
更

に
知
能
検
査
そ
の
も
の
と
、
知
能
と
云
う
概
念
に
付
す
る
内
包
が
重
要
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
種
々
問
題
が
ら
る
と
云
う
事
実
が
、
逆
説
的
に
、
そ
れ
だ
け
貴
重
な
幼
児
の
心

的
発
達
の
諸
様
相
の
緒
ロ
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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兵
庫
農
科
大
学
研
究
報
告

第
五
車
3

6

第一一一守

人
文
科
学
縞

な
お
、
措
商
の
研
究
方
向
は
割
合
多
岐
に
わ
た
り
、
概
略
記
述
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
と

田山
λ
ノ。

知
的
測
面
の
一
尺
度
と
し
て
の
題
特
異
性
の
自
害
す
る
も
の
と
し
て

m酷
、

括

酒
行
動
そ
の
も
仇
、
描
固
と
人
格
特
性
の
関
晶
、
知
覚
研
究
の
一
端
と
し
て
の
忠
曲
、
教
育
的

見
地
か
ら
見
た
弘
山
、
精
神
治
療
的
見
地
か
ら
の
描
画
と
云
っ
た
諸
研
究
が
気
付
か
れ
う
る
。

有
意
味
図
形
二
枚
、
半
意
味
な
い
し
は
無
意
味
幾
何
図
形
十
枚
を
材
料
と
し
、
一
図
形
の
大

き
さ
は

N
H
n
g
×
Z
n
g
の
台
紙
に
約
八
割
程
度
大
の
写
真
版
で
あ
る
。
五
十
五
頁
に
そ
れ
を

一示す。被
験
者
は
兵
庫
県
多
紀
郡
内
の

S
幼
稚
園
と
、

J
幼
稚
園
の
園
児
で
、

S
幼
稚
園
児
男
子
十

四
名
、
女
子
十
四
名
、
計
二
十
八
名
と
、

J
幼
稚
園
児
男
子
二
十
名
、
女
子
三
十
名
、
計
五

十
名
、
男
子
合
計
三
十
四
名
、
女
子
合
計
四
十
四
名
、
総
計
七
十
八
名
で
あ
る
。
な
お
、
平
均

年
齢
は
共
に
六
才
三
ヶ
月
で
あ
る
。

手
続
は
、
各
図
形
を
一
番
か
ら
十
二
番
ま
で
を
一
枚
ず
つ
全
体
に
約
三
十
秒
程
度
呈
示
し
た

後
、
各
被
験
者
毎
に
配
布
し
て
置
い
た
西
洋
半
紙
四
分
の
一
大
に
描
か
せ
る
も
の
で
、
指
示
と

し
て
は
、
「
こ
れ
と
同
じ
絵
を
出
来
る
だ
け
上
手
に
か
き
な
さ
い
」
と
言
い
、
記
憶
に
基
金
描

画
さ
せ
、
ク
レ
オ
ン
を
使
用
し
た
。
鉛
筆
は
園
児
に
不
適
当
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
描
画
中

図
形
が
不
明
を
訴
え
る
も
の
に
挙
手
で
再
呈
示
し
た
。
そ
の
回
数
は
問
わ
な
い
。
挙
手
し
た
者

以
外
の
図
形
凝
視
も
手
続
外
と
し
た
。

実
施
に
当
つ
て
は
幼
稚
園
の
一
教
室
を
使
用
し
、
図
形
の
呈
示
は
幼
稚
園
児
に
相
対
し
て
、

教
壇
の
上
で
行
い
、
各
人
が
充
分
図
形
が
見
得
る
よ
う
配
慮
し
た
。
呈
示
後
各
人
が
描
画
し
終

る
迄
は
無
用
の
言
は
慎
し
み
、
終
り
次
第
呈
出
さ
せ
た
。
文
さ
ら
に
、
隣
席
同
志
が
描
い
て
い

る
図
形
を
見
合
わ
ぬ
よ
う
、
注
意
を
与
え
幼
稚
園
側
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

予
め
作
成
し
て
お
い
た
描
函
の
採
点
規
準
に
従
い
、
骨
子
、
の
括
面
の
正
確
度
の
得
点
と
し
、
平

均
値
の
算
出
で
傾
向
を
調
べ
て
見
た
。
採
点
項
目
は
従
来
か
ら
、
類
似
事
態
に
適
用
せ
ら
れ
て

来
て
い
る
も
の
、
特
に
本
研
究
の
場
合
、
開
-
k
r
H，
o司
ロ
凹

g品
の
を
参
照
し
、
著
者
の
新
設

項
目
を
合
め
て
、
作
製
し
た
も
の
で
、
図
1
、
川
問
、
各
部
分
線
の
結
合
、
刷
、
花
冠
形
態
、
大

き
さ
、
刷
、
鉢
形
態
、
大
き
さ
、
同
、
葉
形
態
、
先
端
、
州
、
執
、
線
、
‘
図
2
、
刷
、
全
形

態
、
川
、
屋
根
形
態
、
角
度
、
刷
、
窓
形
態
、
位
置
・
同
、
入
口
形
態
バ
位
置
、
同
、
煙
突

形
態
、
位
置
‘
川
、
煙
形
態
、
図
3
、
刷
、
開
放
方
形
形
態
、
川
、
釣
銭
形
態
、
先
端
、
刷
、

接
合
、
刷
、
廻
転
、
図

4
、
刷
、
波
形
数
、
刷
、
交
叉
状
態
.
刷
、
全
形
態
、
図
5
、
刷
、
省

略
無
、
刷
、
配
置
、
刷
、
形
態
類
似
度
、
同
、
関
係
把
握
、
図

B
、
州
、
廻
転
、
刷
、
交
叉
、

角
度
、
川
円
λ

曲
線
形
態
、
図
7
、
刷
、
方
形
形
態
、
刷
、
直
線
数
、
州
、
間
隠
、
図
8
、
刷
、

方
形
形
態
、
川
、
直
線
数
、
刷
、
問
問
、
同
、
線
の
太
さ
、
図
9
、
刷
、
全
形
態
把
握
、
刷
、

点
の
数
、
州
、
間
隔
、
配
置
、
図
叩
、
刷
、
円
の
数
、
刷
、
配
列
、
刷
、
全
形
態
、
同
、
関

係
把
握
、
図
円
、
同
、
方
形
形
態
、
刷
、
方
形
内
区
分
、
刷
、
接
合
、
同
、
間
隔
配
置
、
図

η
、
刷
、
交
叉
状
態
、
刷
、
形
態
、
刷
、
立
体
感
、
同
、
関
係
と
し
て
、
各
図
形
毎
に
難
度
と

比
例
し
て
高
い
得
点
か
ら
低
い
得
点
を
与
え
て
行
き
、
該
当
項
目
に
印
を
入
れ
て
得
点
総
計
と

し
、
正
確
度
と
も
し
た
。

結
果
は
第
一
表
に
於
て
、
粗
得
点
平
均
値
を
各
図
形
毎
に
示
し
た
も
の
で
、
第
二
表
は
各
図

形
描
画
の
雑
易
度
を
示
す
も
の
と
し
て
、
全
体
被
験
者
中
、
正
確
に
描
画
し
た
も
の
の
割
合
を

示
し
て
あ
る
。
一
応
、
男
女
別
の
傾
向
を
示
し
て
、
両
者
総
平
均
を
第
三
表
に
示
し
た
。

表
に
就
い
て
検
討
し
て
見
る
と
、
男
、
女
児
、
共
に
第
一
、
二
、
三
、
及
び
十
一
図
形
が
よ

り
正
確
に
描
画
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
各
図
形
指
田
正
確
皮
の
上
限
と
下
限
が
、
年
齢
範
囲

を
広
く
採
用
し
な
か
っ
た
為
に
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
男
児
、
女
児
、
個
々
に
就
い
て
は
、

ほ
ぼ
同
様
傾
向
を
一
示
す
が
、
第
九
、
十
図
形
、
特
に
九
図
形
で
差
異
が
見
ら
れ
、
全
体
と
し
て

僅
か
に
女
児
が
男
児
を
凌
い
で
居
る
よ
う
で
あ
る
が
、
差
異
検
定
は
行
わ
な
か
っ
た
。
な
お
、

全
体
平
均
で
描
画
の
劃
A
口
困
難
と
思
え
る
図
形
は
、
第
十
、
十
二
図
形
で
あ
っ
た
。

引
続
い
て
、
各
図
形
採
点
項
目
の
難
易
度
を
検
討
す
る
為
に
出
現
度
百
分
率
を
算
出
し
た
。

第
四
表
A
に
示
し
た
よ
う
に
、
第
一
図
形
で
、
同
が
最
高
で
、
九
七
・
五
、
倒
が
最
低
の
六
一

、
第
二
図
形
で
刷
が
八
六
・
五
、
川
が
四
四
・
二
、
第
三
図
形
、
同
九

0
・
五
、
同
四
一
、
第

四
図
形
、
川
七
九
、
同
五
四
・
五
、
第
五
図
形
、
、
川
六
九
二
ニ
、
凶
五
三
・
て
第
六
図
形
、

川
七
五
、
同
四
五
・
五
、
第
七
図
形
、
同
八
六
・
五
、
同
縦
三
七
、
第
八
図
形
、
同
七
七
、
同

一
八
、
第
九
図
形
、
同
八
三
・
四
、
川
四
二
・
三
、
第
十
図
形
、
同
五
七
、
川
一
二
・
入
、

第
十
一
図
形
、
同
八
て
同
六
九
・
一
、
第
一
二
図
形
、
同
七

O
、
同
一
五
・
四
と
な
っ
て
お

り
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
外
形
線
輪
廓
が
高
い
割
合
を
示
し
、
一
方
、
抽
象
的
で
あ
り
、
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第四表 A. 全体各項目出現百分率
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概
括
、
概
念
作
用
を
必
要
と
す
る
、
数
、
関
係
、
配
置
、
正
確
さ
、
位
置
、
廻
転
の
相
対
的
理

解
度
に
依
存
し
て
変
化
、
変
容
す
る
諸
項
目
に
困
難
さ
が
窺
わ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
其
処
で
更

に
諸
項
目
を
要
約
し
て
四
項
屈
だ
け
に
就
い
て
集
約
分
析
の
結
果
、
第
四
表
B
の
如
く
、
そ
の

摘
困
難
易
の
度
合
は
、
最
低
必
要
形
態
七

O
、
総
要
素
五
五
・
六
、
正
確
度
五
二
・
七
、
廻
転

四
九
・
九
の
順
序
に
従
っ
て
難
度
が
増
し
て
来
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

著
者
が
各
図
形
に
就
い
て
予
測
し
て
い
た
難
易
の
度
合
と
、
事
実
、
結
果
と
し
て
現
れ
た
数

値
に
基
く
そ
れ
と
の
関
係
に
つ
い
て
所
感
を
記
述
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
ず
第
て
第
二
図
形
は
親
し
み
深
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
予
測
通
り
各
採
点
項
目
を
通

じ
て
容
易
で
あ
っ
た
。
意
外
の
結
果
が
見
ら
れ
た
の
は
第
九
図
形
l
割
合
容
易
だ
と
思
わ
れ
た

ー
が
比
較
的
困
難
で
あ
り
、
第
五
図
形
|
難
度
が
高
い
と
考
え
て
い
た
ー
が
容
易
で
あ
っ
て
、

総
図
形
の
各
難
易
度
順
位
は
、
容
易
な
も
の
か
ら
難
し
い
尺
度
上
に
第
二
、
て
十
て
十
、

五
、
三
、
七
、
八
、
九
、
四
、
六
、
十
二
、
の
各
図
形
が
配
置
せ
ら
れ
、
困
難
度
は
そ
の
逆
に

順
位
を
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

大
部
分
の
幼
児
が
容
易
に
描
画
す
る
図
形
は
、
結
局
、
第
二
図
形
で
、
家
が
馴
染
み
深
い
も

の
で
あ
り
、
又
幼
児
の
好
む
。
動
く
も
の
。
と
し
て
の
煙
が
あ
り
、
教
材
の
中
に
多
く
取
入
れ

ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
図
形
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
引
替
え
て
、
最
も
難
度
の
高
く
あ

っ
た
第
十
二
図
形
は
‘
半
意
味
幾
何
図
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
又
第
十
一
図
形
の
平
面
的
と

は
相
異
し
て
い
る
立
体
の
図
形
で
あ
る
。
文
予
測
の
適
中
し
得
な
か
っ
た
、
第
九
、
豆
図
形
に

関
し
て
、
各
図
形
に
多
く
の
貴
重
な
示
唆
を
探
知
す
ベ
く
、
後
程
考
察
を
与
え
る
必
要
が
あ
る

、
〉
』
回
幽

R
J
。

四

描
画
行
動
の
分
折
‘
描
画
の
特
異
性
の
考
察
に
先
立
っ
て
、
こ
こ
で
更
に
基
本
的
諸
問
題
に

遡
っ
て
概
観
す
る
必
要
を
感
じ
る
。

人
聞
は
出
生
後
間
も
な
く
非
常
に
莫
大
な
種
々
の
事
柄
に
就
い
て
学
習
し
て
'
来
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
。
見
る
こ
と
の
学
習
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
。
曽
つ
て
の
盲
人
。
の
如
く
、

広
大
な
空
間
中
か
ら
目
的
物
を
と
り
出
し
、
認
識
し
、
存
在
す
る
空
間
の
概
念
を
も
ち
、
『
完

全
な
一
揃
い
の
規
則
』
の
長
期
の
学
習
を
経
て
、
始
め
て
、
見
る
事
が
出
来
、
三
角
形
と
四
角

形
の
区
別
が
可
能
と
な
る
。
同
-
N
-
M
「
。
ロ
ロ
閃
は
、
彼
の
著
の
中
で
、
人
間
の
。
確
実
さ
の
成

立
過
程
。
に
関
し
て
、
こ
の
間
の
事
情
を
生
理
学
の
立
場
か
ら
記
述
し
て
い
る
。
目
か
ら
の
或

手
本
模
写
に
お
け
る
幼
児
の
描
画
行
動
の
一
研
究
，
h
大
嶋
)

る
信
号
が
脳
に
到
達
し
、
そ
の
信
号
が
モ
デ
ル
と
比
較
せ
ら
れ
、
其
の
正
確
さ
、
確
実
さ
が
比
較

せ
ら
れ
る
モ
デ
ル
の
種
類
と
立
派
さ
に
依
存
す
る
と
云
う
。
と
も
あ
れ
、
脳
は
漸
次
外
界
と
の

連
絡
を
完
備
し
、
眼
球
を
あ
る
方
向
に
向
け
る
こ
と
が
出
来
、
線
を
辿
り
、
角
を
認
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
来
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
産
出
す
る
脳
の
内
部
変
化
の
詳
細
は
未
だ
正
確
に
は
判
明

し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
第
一
視
覚
領
か
ら
、
光
刺
激
布
置
を
hv
混
合
。
ず
る
場
所
で
あ
る
第

二
視
覚
領
野
に
汎
化
し
て
、
大
脳
皮
質
が
、
外
来
信
号
の
。
判
断
。
を
行
う
ら
し
い
。
な
お
、

U
・
9
同
島
町
は
知
覚
の
問
題
に
就
い
て
、
神
経
系
の
生
理
学
に
で
を
る
だ
け
準
拠
す
る
行
動

の
学
説
を
述
べ
、
神
経
学
と
心
理
学
と
の
考
え
の
橋
渡
し
を
試
み
る
立
場
か
ら
記
述
し
た
と
こ

ろ
に
因
る
と
、
『
い
わ
ゆ
る
。
単
純
。
知
覚
が
実
際
に
は
複
雑
な
も
の
目
で
あ
る
』
し
、
文
そ
の
単

純
知
覚
が
相
和
的
〉

E
5
4
0
な
も
の
で
、
一
部
に
は
運
動
性
活
動
に
依
存
し
て
お
り
、
『
そ

の
現
象
的
単
純
さ
は
、
長
期
間
の
学
習
過
程
の
最
終
結
果
に
過
ぎ
な
い
』
の
で
あ
る
と
し
、
さ

ら
に
『
刺
戟
が
図
l
地
関
係
に
お
い
て
は
、
統
一
作
用
を
営
む
と
し
て
も
、
同
一
性
の
知
覚
は

刺
激
図
形
の
諸
部
分
か
ら
送
ら
れ
る
一
連
の
興
奮
に
依
存
す
る
』
こ
と
の
確
認
の
為
に
、
知
覚

図
形
の
索
朴
的
統
一
一
位
と
他
の
特
性
を
区
別
し
、
な
お
、
知
覚
図
形
に
就
い
て

H
感
覚
に
規
定

さ
れ
る
索
朴
的
統
一
性

F
E
E
S
d巴
q
同
経
験
か
ら
影
響
を
受
け
、
感
覚
に
規
定
せ

ら
れ
な
い
非
感
覚
的
統
一
一
位

Z
B
5
5
0
q
d回
日
々
伺
同
一
一
位

E
g
E
U
1
(こ
れ
も
同

様
に
経
験
に
影
響
せ
ら
れ
る
)
の
諸
概
念
を
区
別
し
て
、

H
が
『
感
覚
性
回
目
替
の
型
と
そ
れ
が

働
き
か
け
る
神
経
系
の
遺
伝
的
特
性
と
に
よ
っ
て
直
接
に
解
発
せ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

統
一
性
と
背
景
か
ら
の
分
凝

ω持
活
官
民
自
』
を
指
し
て
お
り
、
伺
の
同
一
性
が
正
常
人
に

寓
度
の
発
達
を
示
す
も
の
で
知
覚
固
有
の
連
合
特
性
を
持
ち
、
こ
れ
が
自
発
的
連
合
で
あ
り
、

又
程
度
の
問
題
で
相
当
経
験
に
依
存
し
て
い
る
と
す
る
&
従
っ
て
、
』
図
l
地
的
分
凝
は
人
聞
が

始
め
て
見
た
時
に
も
充
分
出
来
て
い
る
が
、
類
似
性
に
従
っ
て
、
刺
激
対
象
を
或
る
同
一
範

鳴
に
入
る
も
の
と
し
て
、
即
ち
、
同
一
一
位
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
知
覚
は
、
同
一
性
の
-
側

面
と
し
て
の
知
覚
汎
化
に
依
存
し
て
影
響
せ
ら
れ
山
学
習
せ
ら
れ
る
と
云
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
間
四
民
酬
の
害
・
中
の
先
天
性
白
内
障
の
o
星回
E
P
E
E
の
患
者
の
手
術
後
の
視

覚
の
研
究
で
他
の
研
究
者
達
と
一
致
し
た
報
告
が
、
正
方
形
、
円
、
三
角
形
、
或
は
球
、
正
立

方
体
の
知
覚
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
、
即
事
的
に
他
と
区
別
出
来
る
特
性
を
有
す
る
金
一

態
と
見
る
事
が
永
い
間
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

幼
児
が
最
初
に
描
く
図
形
は
い
わ
ゆ
る
掻
画
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
全
く
運
動
筋
肉
使
用
に
よ

る
活
動
の
痕
跡
と
し
て
の
も
の
で
殆
ど
意
味
を
包
ま
な
い
。
意
図
的
図
形
の
最
初
の
も
の
と
し
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て
の
円
は
、
子
ネ
ル
ギ
l
、
表
現
意
欲
と
当
該
発
達
段
階
で
の
レ
デ
ィ
ネ
ユ
で
始
め
て
可
能
で

あ
る
図
形
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
或
る
形
の
再
現
に
向
け
ら
れ
た
視
覚
活
動
の
結
果
で
あ
り
、

視
覚
経
験
、
そ
れ
に
就
い
て
の
概
念
、
技
術
、
円
形
に
対
す
る
感
じ
無
し
に
は
再
現
せ
ら
れ
な

い
。
彼
等
は
わ
o
u
Z口
問
を
通
じ
て
、
直
線
、
点
、
ジ
グ
ザ
グ
線
を
学
ぶ
。
此
等
円
と
線
は
人

の
目
を
た
し
か
に
惹
き
つ
け
る
性
質
を
持
つ
よ
う
だ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
意
図
的
諸
国
形
の
描

画
は
彼
等
の
形
態
知
覚
と
、
特
に
、
形
態
理
解
を
必
要
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
一
個
人
の
図
形
に

対
す
る
統
合
水
準
を
示
し
、
同
凶
・
〉
・
、
H
，D
耳ロ凹

3
M
を
し
て
『
の

8
1ロ
伺
の
布
置
が
経
験
し

た
そ
の
個
人
の
統
合
水
準
で
、
元
の
布
置
が
変
容
せ
ら
れ
る
方
法
を
示
し
て
い
る
』
と
云
わ
し

め
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

先
述
の
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
図
形
拍
固
に
、
形
態
知
覚
、
形
態
理
解
、
再
現
能
力
の
三
者
が
必

要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
運
動
再
現
能
力
は
除
外
し
、
唯
単
一
の
も
の
で
は
な
く
大
変
複
雑
で

練
習
で
可
成
り
上
達
す
る
と
云
う
に
止
め
、
特
に
第
十
二
図
形
が
立
体
を
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
、
及
び
、
使
用
し
た
再
現
手
段
を
考
慮
せ
ね
ば
な
十
り
な
い
と
云
う
程
度
で
、
更
に
論
を

進
め
た
い
。

第
一
、
第
二
図
形
の
結
果
は
従
来
の
見
解
と
全
く
一
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
親
感
の

あ
る
図
形
と
は
何
か
。
此
の
問
題
を
少
し
考
え
て
見
度
い
。
近
親
感
に
は
か
以
前
に
見
た
こ
と

が
あ
る
4

0

あ
れ
だ
4

0

何
々
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
と
云
っ
た
感
じ
で
見
ら
れ
る
も
の

で
、
そ
こ
に
は
或
る
種
の
期
待
が
忘
る
。
又
H
M
四
円
円
自
主

E
】
向
山
由
仲
或
は
、
注
意
の
問
題
が
包
合

せ
ら
れ
て
い
る
。
回
目
σ町
は
、
知
覚
過
程
に
働
く
作
用
の
理
論
的
説
明
の
中
で
、
心
的
活
動
に

集
中
撰
訳
性
を
与
え
る
注
意
に
関
し
て
、
『
感
覚
過
程
の
中
枢
性
強
化
|
選
択
を
生
む
仮
説
的

作
園
、
又
は
過
程
|
』
と
し
、
感
覚
に
よ
る
強
化
が
遅
延
す
る
場
合
、
同
一
過
程
を
期
待
と
呼

び
、
『
中
枢
性
促
進
が
感
覚
性
促
進
よ
り
も
確
か
に
先
に
起
る
』
と
云
う
意
味
付
け
を
行
い
、

な
お
、
単
純
な
知
覚
発
達
が
、
素
朴
的
図
l
地
機
序
、
眼
球
運
動
、
学
習
(
特
殊
な
定
義
に
よ

る
ジ
ナ
プ
ス
部
変
化
)
の
協
同
作
用
を
考
え
、
合
せ
て
、
ゲ
シ
タ
ル
ト
的
成
全
化
、
類
似
、
汎

化
‘
抽
象
に
注
意
を
も
合
め
て
本
質
的
に
同
一
過
程
と
し
、
そ
れ
ら
が
単
に
呉
れ
る
諸
局
面
で

ら
り
、
連
合
そ
の
も
の
に
密
接
関
係
の
あ
る
こ
と
の
可
能
性
に
論
及
し
て
い
る
。

し
か
し
て
近
親
感
の
あ
る
図
形
に
関
し
て
、
刺
激
布
置
と
そ
の
個
人
の
活
動
傾
向
間
に
あ
る

継
時
的
ふ
ら
つ
き
の
、
瞬
間
的
均
街
点
が
と
も
か
く
も
得
や
オ
い
条
件
下
に
あ
る
図
形
だ
と
云

え
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
図
形
に
内
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
司

B
m
E
R
叶

g
rロN
の
諸

要
因
が
そ
の
条
件
の
中
に
入
る
だ
ろ
う
。
更
に
脳
が
別
個
に
取
扱
っ
て
い
る
ら
し
い
|
混
同
し

第
一
号

人
文
科
学
編

な
い

l
水
平
方
向
と
垂
直
方
向
の
難
易
、
又
こ
れ
ら
に
付
随
し
た
言
葉
と
適
応
行
動
の
猿
得
、

特
徴
点
の
把
握
国
各
σ
は
『
図
式
の
特
定
の
限
定
さ
れ
た
条
件
下
で
は
、
一
角
を
注
視
し

乍
ら
、
三
河
形
を
知
覚
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
二
角
の
一
つ
を
注
視
す
る
構
え
(
運
動
性

反
応
の
一
つ
に
よ
る
促
進
で
他
の
二
つ
の
運
動
性
促
進
を
強
化
す
る
)
を
合
む
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
』
と
述
べ
た
論
中
に
合
ま
れ
得
る
か
も
知
れ
ぬ
l
、
名
前
の
学
習
|
広
ぐ
は
言
語
発
達

、
等
々
の
点
が
考
慮
せ
ら
れ
え
よ
う
。

し
か
し
て
、
立
体
空
聞
を
措
函
(
描
写
)
す
る
場
合
に
お
け
る
幼
児
の
描
画
態
度
で
、
視
点
変

更
や
旋
廻
、
又
は
転
倒
|
自
己
中
心
的
に
側
面
や
背
面
を
転
回
倒
置
す
t

る
こ
と
か
ら
か
く
呼
ば

れ
る

l
の
事
実
や
、
鏡
映
書
き
の
如
き
諸
事
実
が
注
目
せ
ら
れ
て
来
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
観
念

固
と
共
に
、
社
会
の
存
在
の
中
で
、
幼
児
の
象
徴
能
力
の
発
達
で
、
外
界
事
物
と
、
知
覚
す
る
主

体
と
の
力
動
的
体
制
か
ら
浮
び
出
た
知
的
所
産
で
あ
る
種
々
の
意
味
の
把
握
と
同
時
に
、
意
味

の
創
作
を
可
能
に
し
、
こ
の
体
制
の
分
節
化
の
程
度
に
依
存
し
て
い
て
、
多
く
の
光
の
固
ま
り
の

中
か
ら
、
様
々
な
色
、
形
、
数
の
如
き
抽
象
概
念
を
抽
出
し
て
、
新
ら
し
い
観
察
方
法
を
発
見

し
て
行
き
、
既
得
再
現
運
動
能
力
に
依
存
し
て
描
画
行
動
に
出
現
す
る
の
.
た
ろ
う
。
第
五
図
形

は
水
平
、
垂
直
両
方
向
に
あ
る
線
の
合
成
か
ら
な
る
幾
何
図
形
で
、
形
態
理
解
、
再
現
共
に
割
合

容
易
の
よ
う
で
あ
り
、
馴
染
の
少
な
い
図
で
あ
り
乍
ら
均
衝
に
向
か
う
傾
向
に
あ
り
幼
児
に
容

易
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
方
、
第
九
図
形
は
、
一
見
簡
単
な
よ
う
で
難
度
が
高
い
。
結
果
か

ら
見
得
る
傾
向
が
、
小
円
の
直
列
化
、
誇
張
、
水
平
面
へ
の
帰
着
、
数
の
不
正
確
の
中
に
見
ら
れ

た
。
確
か
に
図
形
と
し
て
更
に
特
徴
点
把
握
を
臨
床
に
す
る
同
質
小
円
群
、
放
射
線
上
に
並
ぶ

と
共
に
異
径
の
同
心
円
周
上
に
配
置
せ
ら
れ
た
不
安
定
な
図
で
あ
り
、
幼
児
に
は
割
合
困
難
を

伴
う
よ
う
で
、
事
実
田
中
氏
の
。
図
型
類
同
視
に
お
け
る
方
向
及
び
配
置
の
発
達
的
研
究

we

の
要
約
例
。
形
に
よ
る
選
択
の
優
位
性
は
、
標
準
図
形
が
座
標
体
系
の
垂
直
軸
司
ま
た
は
、
水

平
執
に
一
致
し
た
方
向
を
と
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
、
斜
方
向
を
と
る
場
合
に
ぽ
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
如
く
九
十
度
へ
の
優
位
が
見
ら
れ
、
此
れ
は
第
十
二
図
形
‘
に
も
当
山
慨
を
る
し
、
同

要
約
同
h
q

半
転
図
形
が
成
人
よ
り
も
軽
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
標
準
図
形
が
本
実
験
下
の
如
何
な

る
方
向
に
置
か
れ
た
場
合
に
も
認
め
ら
れ
た
。
事
実
に
も
合
致
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

此
の
研
究
に
際
し
て
便
宜
と
協
力
を
頂
い
た
篠
山
、
城
北
両
幼
稚
園
側
の
諸
先
生
方
に
此
処
で
特
筆
し

謝
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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